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パ ネ ル

観
に

立
ち、

知
識、

ス

キ

ル
、

態
度
（

知
識
と

ス

キ
ル

を

「

具
体
的
に

活

用
」

す
る）

の

三

つ

の

学
習
を
ダ
イ
ナ

ミ

ッ

ク

に

循
環
さ
せ

る

こ

と
、

到

達
目
標
を
「

寛
容
」

の

よ

う
な
キ

ー

ワ

ー

ド
で

わ
か

り
や
す
く

明
示
し
、

リ
ソ

〜

ス

を
つ

け
て

単
元

化
す゚

る
こ

と
な
ど
で

あ
る
。

　
さ

ら

に
、

市
民

性
教
育
・

異
文
化
問
教

育
と

宗
教
教
育
の

接
点
か

ら

見

え
て

く
る

の

は
、

異
文
化
理

解
教
育
と

「

い

の

ち

の

教
育
」

的

教
育
の

距

離
の

近
さ

で

あ
る

。

こ

れ
ら
の

教
育
は
理

念
型

的
に

は

分
け
る
こ

と

が
で

き
、

ま
た

し

ば
し

ば

相
反
す

る
も

の

と

し

て

と

ら

え
ら

れ
て

き

た
。

だ

が
、

「

い

の

ち
の

教

育
」

の

な
か

で

「

ど
こ

で
一

線
を

越
え
る

か

の

判

断

が
、

他
者
と
違
う

場
合
に

ど
う
す
る

か
」

と

い

う

問
い

が

出
る

な
ら
ば、

そ

れ

は

「

多
様
な

社
会

グ
ル

ー

プ

に

お

け
る

人

間
関
係
形

成
能

力
」

（
P

ISA

型
学
力
の

キ
ー
・

コ

ン

ピ

テ

ン

シ

↓

を

育

成
す
る

異
文
化
間

教

育
に

結
び
つ

く
の

で

あ

る
。

他
方

、

注
意
点
と
し

て

は
、

「

な

ぜ

か
」

の

説
明
に

お

い

て

「

宗
教
」

概
念
に

還
元
せ

ず、

か

つ

生
徒
に

わ

か

る
よ

う

な
表
現
を

試
み
る
こ

と
、

ま

た

ス

テ
レ

オ

タ

イ
プ
を

自
ら
継
続
的
に

修
正

す
る
よ
う
な

学
習
態
度
の

育
成
に、

現
場
の

教
師
を

巻
き
込
み

、

大
学
教

育
に

も
適
用
し
つ

つ

取
り

組
む

こ

と

が

あ
げ
ら
れ
る

。

公

認
宗
教
制
の

中
の

宗
教
教
育

　
　

ー
タ
イ
に

お

け
る

公
教

育
の

事
例
か

ら

ー

矢

　
野

　
秀
　
武

　
一
　

は

じ

め

に

　

本
報
告
で

は
、

公
認
（

宗）
教
制
を
取
り
入
れ
て

い

る
国
の

事
例
と

し
て

タ
イ
に

注

目
し

、

公
教
育
に

お

い

て

宗
教
教
育
と

り
わ

け

仏
教
の

教
育
が

ど
の

よ
う
に

な
さ

れ
て

い

る

の

か

と

い

う
点
に

つ

い

て

事
例
紹
介
と

考

察

を
行
な
う

。

　

ニ

　
タ
イ

の

公
教
育
に

お

け
る

仏
教
教
育
の

多
様
性

　

タ
イ
の

公
教

育
に

お

い

て

宗
教
教
育
と

り
わ

け
仏
教
教
育
は

多
様
な
形

態
を

有
し
て

い

る
。

ま

ず
、

世
俗
の

国
公
立
学
校
に

お

け

る

宗

教
教
育
が

あ
り

、

週
に

二

時
間
（
年
間
八
〇
時
間）

の

学
習
時
間
が
設
け
ら
れ
て

い

る
。

内
容
も、

知

識
面
だ

け

で

は

な

い
。

信
仰
心
を

育
む

こ

と

や、

そ

れ

を

社
会
的
に

応
用
す
る

面
が

見
ら
れ

る
。

　

第
二

に

主
と

し
て

僧
侶
向
け
の

学
校
で

あ
る

教
学
学
校
も、

設
立
と

運

営
が

当
初
は

文

部
省、

現
在
は

国
家
仏
教
庁
と

な

っ

て

お

り、

運
営
資
金

も

相
当
程
度
が

国
家
予

算
か

ら
支

出
さ

れ
て

い

る
。

こ

の

教
学
学
校
は
、

地
理

的
・

経
済
的
な
問
題
を

抱
え、

中
学
や

高
校
へ

進
学
が

で

き

な
い

男

子
生

徒
へ

の

代
替
教

育

と
な
っ

て

お

り、

教
学
や
パ

ー

リ

語
だ

け
で

な

く、
　一

般
教

育
部
門
も
設
け
ら
れ
て

い

る
。

　

第
三

に、

日

曜
仏
教
教
育
セ

ン

タ
ー
と

呼
ぼ
れ

る

教
育
機
関
が

あ
る
。

こ

の

教
育
施

設
は、

マ

ハ

ー
・

チ
ュ

ラ
ー

ロ

ン

コ

ー
ン

仏
教
大
学
の

日

曜

仏
教
学
校
プ

ロ

ジ
ェ

ク

ト
と

し
て
一

九
五
八

年
か

ら
始
ま

っ

た

も
の

で
、
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現
在
は

文

部
省
の

管
轄
に

あ
る

。

　
三

　
公
認
（

宗〉
教
制
と

宗
教
教
育

　
こ

の

よ

う
に

公
教

育
に

お

い

て

多
様
な

宗
教
教
育
が

可
能
と

な

る

制
度

的
背
景
と

し

て

は、

第
一

に
、

厳

格
な

政
教
分

離
制
ほ

ど

国
家
と

宗
教
団

体
の

関
係
は

分
離
さ

れ
て

い

な
い

が、

国
教
制
の

よ
う
に
一

つ

の

特
定
の

宗
教
（
団
体）

を
公
認
す
る

の

で

は

な
く、

特
定
の

複
数
の

宗
教
（

団

体
）

を

公

法
人
な

ど

と

し
て

公

認
し

国
家
が

支
援
や

監
督
や

協

働
を

行
う
と

い

っ

た、

公
認
（
宗
）

教
制
を
タ
イ

が

採
用
し
て

い

る
と

い

う

点
で

あ
る

。

タ
イ

で

は

仏
教
（

上

座
仏
教、

華
人

系
・

ペ

ト
ナ
ム

系
大

乗
仏

教
）

、

イ
ス

ラ

ー

ム
、

キ

リ

ス

ト
教、

バ

ラ

モ

ン
・

ヒ

ン

ド

ゥ

ー
教、

シ

ー
ク

教
の

特
定

団
体
が

公
認
さ

れ
て

い

る
。

　
第
二

に

公
教
育
に

お

け
る

宗
教
教

育
や

道
徳
教
育
へ

の

参
入
と

い

う
点

で

は、

公
認
さ

れ
た
諸
宗
教
（
団
体）

は、

優
遇
措
置
を
与
え
ら
れ

て

い

る

こ

と
が

多
い

と

い

う
点
で

あ
る

。

タ
イ
の

場

合
こ

の

点
は

法
的
に

明
記
さ

れ
て

い

る
。

　
第
三
に

、

公
認
の

宗
教

団
体
や

そ
の

関
連

団
体
は
、

省
庁
や

地
方

公
共

団
体
の
一

部
で

は

な
い

も
の、

行
政
ネ
ッ

ト
ワ

ー

ク

に

組
み

込

ま
れ
た

グ

レ

ー
ゾ
ー

ン

組
織
と

同
等
の

位
置
づ

け
を

有
し
て

い

る
。

　
第
四
に

、

宗
教
教
育
を
行
い

や

す
く
す
る

制
度
的
仕
掛
け
と

し
て、

公

認
（

宗）

教
制
の

枠
組
み

や、

宗
教
人
口

統
計
お

よ
び

国
民
携
帯
証
の

よ
う

な

制
度
を

通
じ
て、

宗
教
帰
属
意

識
と

と

も
に
、

帰

属
す
る

べ

き

宗
教
カ

テ

ゴ

リ
ー

を
も

国
家
が

水
路
付
け、

宗
派
性
を

縮
減
し
て

い

る
。

　
四
　
ま

と
め

　
以
上
の

よ
う
に

タ
イ

で

は

公
認
（
宗）

教
制
を

背
景
に、

諸
制
度
の

連
関

に

支
え
ら
れ
つ

つ
、

宗

教
団
体
と

り
わ
け
上

座
仏
教
が
公

教
育
の
一

部
に

関
わ
っ

て

い

る
。

そ
し
て

そ

の

教
育
活
動
も
多
岐
に

わ
た
る

。

　
な
お、

こ

れ
ら
の

点
に

つ

い

て
、

厳
格
な
政
教
分

離
を
重
視
し
な
い

宗

教
制
度
の

存
在
を

日
本
の

よ

う
な

国
に

お

い

て

ど

の

よ
う
な

立
場
か

ら

提

示
す
る
の

か

と

い

っ

た
点
や、

宗
派
性
の

縮
減
に

よ

る、

コ

ミ
ュ

ナ

ル

な

帰
属
意

識
を

強
化
の

問
題
な
ど
も

指
摘
で

き
よ

う
。

高
校
の

教
科
書
に

見
ら

れ

る

「

仏
教
」

に

つ

い

て

江

　
田

　
昭

　
道

　

教
育
基

本
法

第
一

五

条
第
二

項
で

は、

「

国
及
び
地

方
公
共
団

体
が

設

置
す
る

学
校
は
、

特
定
の

宗
教
の

た

め

の

宗
教
教
育
そ
の

他
宗
教
的
活
動

を
し

て

は

な

ら

な
い

」

と

定
め
ら
れ

て

い

る

が
、

こ

の

こ

と

は
、

個
々

の

宗

教
に

関
す
る

事

柄
が
公
立

学
校
で

全
く
扱
わ
れ

て

い

な

い

と

い

う
こ

と

を

意

味
す
る

の

で

は

な
い

。

中
学
の

「

日

本
史
」

や

高
校
の

「

倫
理
」

「

日

本
史
（

A
／
B
）
」

「

世
界
史

〈

A
／
B
＞

」

な
ど

で

は、

宗
教
に

関

す
る

具
体
的
な

事
柄
が

扱
わ
れ
て

い

る
。

　
宗
教
に

関
す
る

事
柄
を

扱
う

科
目
の

内
、

も
っ

と

も

詳
し
く
「

仏
教
」

を

取
り

扱
う
の

が
、

科
目
「

倫
理
」

で

あ
る

。

「

倫
理
」

は

選

択
科
目
で

あ
る

が
、

時
事

通
信
社
の

調
査
に

よ
れ

ぱ
、

こ

の

約
二

五
年
間
で
一

千
万

冊
以
上
も
の

教

科
書
が

採
択
さ

れ
て

お

り
、

決
し
て

マ

イ
ナ

ー

な

存
在
で

は

な

い
。

　
「

倫
理
」

の

授
業
で

中
心
的
な

位
置
を

占
め

る

の

が

教
科
書
で

あ
る

。

ま

た
、

こ

の

教

科
書
の

記
述
は

、

生
徒
か

ら

「

真
実
」

と

し

て

見
な
さ

れ
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